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「農地を荒廃から守る」理念と実践

小田原の報徳博物館ゼミで、「農地を荒廃

から守ろう」と呼びかける静岡県在住の今年

89歳になる宮城正雄翁の講演を聴講して12年

の歳月が流れた。この間、翁１人で出発した

「農地を荒廃から守る」運動は、会員120名、

９町歩の実顕農地を持つ「学園花の村」に成

長した。農業には全く無縁の私であったが、

ゼミ聴講以来翁の熱意に感動しこの運動に参

加してきた。今でも仲間の耕す掛川の実顕農

地に月１回だが八王子から出かけ、仲間と心

癒される一時を過ごしている。都市と農村の

交流が農村活性化の手段として喧伝される今

日、この運動の一助になればと思い私の小さ

な体験の中で感じたものをご紹介したい。

宮城翁は言う：『二宮尊徳の「崩壊を座視

するは人道の罪人なり」の直言は、農民とし

て農地の荒廃を見ている私には刀で胸をつき

さされる思いがする。国の農政でも、農協の

力でもこれを止めることの出来ないのは何故

か。個人の力ではどうにもならない。志を共

にする人々が結集して積小為大、農地の荒廃

を守っていくシステムを作ることが報徳を現

在に生かしていくものと考える。都市と農村、

生産者と消費者が一緒になって考え実践して

ゆかねばこの問題は解決しない。』

宮城翁の情熱に感動したゼミ仲間で組織し

た支援研究会が、いざ我々の手で放棄された

荒地を開墾しようとして、実行計画の最初に

直面した問題は、皮肉なことに開墾すべき荒

廃農地が手に入らないことだった。白書の上

で毎年その増加が問題視され、また現実に眼

前に広がる放棄地は、農民が減り続けている

のに農民以外はアンタッチャブルなのだ。理

想と現実の乖離に我々は悩んだ。訪れた地主

はじめ、農水省、市役所、農協等では我々の

意図を丁寧に聞いてはくれたが、大きすぎる

話とされ、具体的な進展を見ることはなかっ

た。昭和農村恐慌時の自力更生運動で、大臣

を先頭に関係者全員が現地を駆けずり回った

往時の情熱との落差に私はがっかりしたが、

宮城翁は違った。翁の活動を伝え聞いて訪れ

る農業志願者一人、一人を自宅に迎え、希望

に会わせて住む家を探し、伝手
つ て

を頼って畑を

貸してくれる地主さんを求めていた。１人、

２人と荒地を耕す仲間が増えてきた。我々の

活動にはっきりとした理念と方法論をもたら

した津野幸人前鳥取大学農学部教授も翁の熱

い農への思いに打たれた一人でなかったか。

宮崎県から手弁当で来られ我々の指導に当た

られた。我々は生産性を追及してやまない工

業的大規模経営指向の近代農業が今日の生活

環境破壊を生み出したと悟り、有機農業とそ

れを支える相互扶助の精神を活動の指針に据

え、小農主義を研鑚することにした。平成10

年、掛川の仲間と地主さんたちの手で農地利

用組合が結成され耕し手のない９町歩の畑を

実顕地として入手することができた。都市と

農村の連携が「学園花の村」に結実した。宮

城翁の講演から５年経ったことである。最低

区画１反の耕作で、荒地を緑地に変える活動

がはじまった。それから７年、今では「学園

花の村」の理念の下、茶畑をやる者、田圃を

やる者、新たな住宅つきの里を建設する者と

実顕地の外に運動の輪は広がっている。

農水省の今年度の食料・農業・農村基本政

策は耕作放棄地対策に従来にまして大きな重

点が置かれている。決意新たな諸施策も我々

の成功の最大要因である宮城翁のようなリー

ダーあって始めて生きるのではなかろうか。

（東京都八王子市　伊藤公博

学園花の村　役員）


